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ε二 4.14)， 304 (4.27) ， 320 


































4-1 4ー メチルピフェニルの合成 5)
反応容器にP トJレイジン53.5g(0.5mole)と濃塩酸
(SP. Gr 1.2) 92.51iltを加え氷浴で0~50C!こ冷却する.
ついで亜硝酸ナトリウム38gを水 7511it!ζ溶かした溶液を
加えジアゾ化する. (ジアゾイ七の際の反応温度:0 ~ 5 
OC).反応終了後，反応物を10N水酸化ナトリウム1381/t
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g. 収率10.5~弘 m.p. 48'C. B.P. 145~1530/20仰.
U.V:A畑山 254mμ(loge =4.57) 







素を全部加え終えたら温度を 160'Cに上げる. C約 2~
2.5時間).反応終了後，減圧蒸留する.収量8.5g.収
率26.19ぢ.m.p. 57~59'C. B.P.185~210o/12仰.
U.V: A間四 267mp.(log ξ=4.37) 















320 (4.51) ， 338 (4.21) 

















I.R : 3025cm-1， 1695， 1600， 760， 700. 
4-5 P・1ゲージフェニルベンゾインの合成
反応容器t乙p-フェニルベンズアルデヒド 24g (0.132 





I.R : cm-13420， 3030， 1680， 1600， 1490， 750， 
700. 
4-6ρ .p'ー ジフェニJレベンジルの合成








I.R : 3050cm-1， 1670， 1600， 840， 720， 690. 
4-7 p.〆ージフェニルベンジルジヒドラゾンの合成
反応容器に ρ.jゲージフェニルベンジJレ26.25g(0.073 




収量35.7g. 収率126.2~ぢ. m.p.182~184'C. 
1. R : 3400c皿九 3200，3020， 1610， 1530， 148~ 
820， 760， 690. 
4-8 p. PιジフェニJレトラン
反応容器にρ.p'ー ジフェニJレベンジルジヒドラゾン
12.5 g (0.032 mole)と精製ベンゼン411Ntを加えヒドラ




















1. R : 1600cm-1， 1435， 1400， 840， 760， 690. 
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